　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮澤建設　株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　専務取締役　松本光史

我々建設業は、男社会で少々荒っぽい業界ですが、気のいい人間の集まりです。

ただ、少々マナー違反があることも事実です。今まではあまり問題視されてこなかった事も、最近では過剰なぐらい敏感になっています。一歩間違えると、企業存続も危うい状態に成りかねません。ですから我々も再度マナーを守る事の重要性を考えなおしていくことが重要だと考えています。

そこで、宮澤建設の工事を施工するにあたり、その関係者(弊社の監督、職人、協力会社)の方は、下記の注意事項を必ず守って下さい。

１、近隣さん、お客さんへの心遣いをする。

(挨拶やちょっとした心遣いで人間関係が良好となり、仕事もやりやすくなります。)

２、クレーム対応は誠心誠意、毅然とした態度で且つ迅速に行う。

(必ず、弊社の監督員に即連絡をする。)

３、コンプライアンス（法令順守）

(手抜き工事、違反行為は企業の命取りになります。)

４、報告・連絡・相談を確実に行う。※お客さんに週末にメールにて報告を行います。

(何かにつけて話しをするきっかけづくりになったり、お客さんも口では言いにくいクレームや意見も、メールなら言えることもあると思います。定期報告をすることにより、信頼関係を築く事にもなるのです。)

５、現場の整理・整頓を必ず行う。

(空き缶、弁当のゴミのポイ捨てなどはご法度です。出入禁止に値します。また、散らかっている現場で良い仕上がりの物が出来上がる確立は、非常に低いと思います。)

６、タバコのポイ捨て、くわえタバコでの作業禁止。喫煙場所を決め、灰皿を設置。

(自分がお金を出して買った土地に、吸殻をポイ捨てされて気分の良い人はいないと思います。また、たとえば生コンクリートを打設しながらタバコを吸っていて、吸殻がコンクリートの中に混じったのを自分が(お客さん)見たら、いい気はしませんよね。)

７、用足しは必ずトイレでする。

(常識ですから、今更、あえて言う事ではありませんが、必ず守って下さい。)

８、保安具の着用。(ヘルメット、安全靴は必需品です。)

９、工期(納期)を守って下さい。

(現場は、お客さんとの契約時に、工期(納期)も契約に含まれています。)

１０、プロフェッショナルの物造り屋としての誇りと自覚。

　　(我々は一般のエンドユーザーから見れば当然プロと見られています。プロ監督として、プロの職人として、誇りと自覚を持って技術と意識のレベルアップをめざしましょう。)

